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令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 八 潮 高 等 学 校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
「清純 真摯」の校訓のもと、未来につながる学びを通して、社会の中で力強く生きる力を育てる

学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 学習支援をとおして、基礎学力の定着と向上を図る。 

２ 生徒一人ひとりに寄り添いながら、より高い進路希望の実現をめざす。 

３ 基本的生活習慣を身に付けさせながら、社会の一員としての自覚や責任を育てる。 

４ 保護者・地域と連携し、開かれた学校づくりを推進する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ３名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)  ３名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 令和８年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

【現状】 
 学校生活アンケートの「興味関
心や学習意欲を引き出す授業が展
開されている」が 85％である。 
【課題】 
 教員の授業改善と生徒への学習
支援を両立させる。 

○基礎学力を定着させ

ながら、生徒の学び

の意欲を向上させ

る。（教務部・教育

相談委員会） 

①プレゼンテーション力、文

章力等、自己表現力を高め

る授業を実施する。 

②教育相談の充実を図る。 

 

③特別支援教育に関する職員

研修会、学習支援に関する

授業研究会を実施する。 

① アンケートの「学習意欲

を引き出す授業の展開」

が 90％以上 

②アンケートの「教員やカ

ウンセラーによる相談」

が 85％以上 

③授業研究会を年２回以上

実施したか。 

① 生徒の回答「学習意欲を

引き出す授業の展開」が

88.7％ 

② 「教員やカウンセラーに

よる相談」が 88.7% 

③ 職員研修会、年 2 回の授

業研究協議会に全員で取

り組んだ。（教務部） 

Ａ 

授業研究会を軸に、教科横断

的に課題を共有し改善を進め

た結果、授業全体の質が高ま

り、生徒の学習意欲の向上に

つながった。今後はＩＣＴ機

器を活用した学習支援を充実

させ、一人ひとりの学びを最

適化する取組を推進していき

たい。 

 

・ICT 機器を活用した授業により、生

徒の学習意欲を引き出す魅力的な授業

ができていることがわかった。 

 

・定期的にアンケートを実施すること

で、生徒が意見を言いやすくする環境

づくりが大切だと思う。 

2 

【現状】 
 学校生活アンケートの「進路目
標が明確化できる指導が行われて
いる」が 81％である。 
【課題】 
 大学進学における多様な入試へ
の対応を推進するとともに、進路
実現に向けた質の高い情報を提供
する。 

○保護者への進路情報

を適切に提供して、

生徒一人ひとりの進

路希望をより高いレ

ベルで実現させる。

（進路指導部） 

 

①分野別ガイダンス、講演

会、二者面談等を通して継

続的な進路指導を実施す

る。 

②保護者向け進路ガイダンス

や三者面談を実施する。 

③長期休業中に進路・検定対

策講座を実施する。 

① アンケートの「高い目標

に向けた進路活動」が

85％以上 

② アンケートの「進路情報

提供(保護者)」の満足度

が 90％以上 

③ 講座数が 5 以上、受講者

が 25 人以上で設定した

か。 

① 保護者の回答「高い目標

に向けた進路活動」が

92.9% 、 生 徒 の 回 答 は

88.7% 

② 保護者の回答「進路情報

の 提 供 」 の 満 足 度 は

92.9% 

③ 講座数は 11、受講者はの

べ 52 人 

Ａ 

早期から各種ガイダンスや

個別相談を重ね、計画的に

対策を進めたことにより、

生徒のモチベーションが高

まり、希望する進路を実現

させることができた。 

 

・長期休業期間の講座実施や個別指導

など、生徒一人ひとりに寄り添った指

導が、合格、内定に結びついた。 

 

・従来、八潮高校の進路指導は素晴ら

しいものだった。今後、八潮フロンテ

ィア高校としても 100％の進路決定を

目標に進めてほしい。 
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【現状】 
 学校生活アンケートの「学校生
活は充実している」が 76％であ
る。 
【課題】 
 集団の一員としての自覚と、社
会に貢献する態度を育て、充実し
た学校生活のための環境を整備す
る。 

○基本的生活習慣を確

立させるため、きめ

細かい生徒指導を行

う。（生徒指導係） 

○学校行事等を通じて

社会の一員としての

自覚と、責任感を育

てる。（生徒会係） 

①家庭と連携した遅刻指導や

身だしなみ指導を継続し、

あいさつを励行する。 

 

②学年の希望を尊重しなが

ら、少人数だからこそ可能

な学校行事や、部活動を実

施する。 

① アンケートの「適切な基

本的生活習慣の指導」が

80％以上、「あいさつ」

が 80％以上 

② アンケートの「学校生活

は充実している」が 80％

以上 

① 「適切な基本的生活習慣

の指導」が 91.5％、「あ

いさつ」が 100％ 

 

② 「学校生活は充実してい

る」が 81.7% 

Ａ 

閉校舎に伴う最終年度のた

め、生徒・教職員数が大き

く減少する状況であった

が、ＰＴＡ･後援会、同窓会

の協力を得て体育祭や統合

記念発表会（文化祭的行

事）を充実させることがで

きた。 

 

・体育祭、文化祭が開催でき、生徒た

ちによい思い出を残すことができたの

がよかった。 

 

・保護者への周知をもう少し早めにで

きれば、文化祭の集客数が増えたので

はないかと思う。 
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【現状】 
 地域交流事業へ積極的に生徒を
参加させるとともに、ＰＴＡ・後
援会、同窓会等と連携しながら学
校統合に向けた準備を進めてい
る。 
【課題】 
 ＰＴＡ・後援会、同窓会等と協
力し、学校統合に係る事業を実施
する。また、地域との交流をより
一層深める。 

○学校統合に係る諸課

題を整理する。（事

務室・渉外係） 

 

○地域との交流を継続

し、積極的に情報を

発信する。 

①校内の備品等を必要とする

学校に保管転換する。 

②統合記念事業を企画・実施

する。 

③市の青少年事業、小学校と

のスポーツ交流事業等へ参

加する。SNS、市広報等各

種媒体で情報発信をする。 

① 備品等を必要とする学校

に保管転換ができたか。 

② 統合記念事業を実施でき

たか。 

③ 地域との交流事業に３回

以上参加したか。月１回

以上各種媒体で情報を発

信したか。 

① 夏季休業中に県立学校を対

象に内覧会を実施するとと

もに随時移転を進めた。 

② PTA・後援会、同窓会と連携

して統合記念発表会、閉校

舎式典、学校施設開放（フ

ェアウェルイベント）、メ

モリアルルームを準備し

た。 

③ 市のゴミゼロ運動、青少年

事業、選挙事務ボラティ

ア、地域祭事ボランティ

ア、小学校との交流を実施

した。 

Ａ 

備品の移動や校舎の片付け

を全生徒・教職員で進める

中で、校内物品等のリユー

スを積極的に推進した。ま

た、統合記念行事を企画、

実施することで、地域とと

もに築いてきた本校のレガ

シーを新校に継承する取組

みを行った。 

 

・学校統合という大きな環境変化の

中で、ＰＴＡ・後援会、同窓会、地

域と連携しながら、行事や地域交

流、統合事業を一つひとつ丁寧に積

み上げた点は特筆すべき取組みであ

る。 

 

・生徒の学びと学校生活の充実を第

一に考え、組織として一丸となって

取り組まれたことに感謝します。 
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